釧路調査覚え書き : 自立支援、「中間的就労」そして働くということ by 高橋 祐吉






釧路まで－さいはての駅に下り立ち 雪あかり さびしき町にあゆみ入りにき－ 
 























































































の悪化（2010 年 5 月には 0.26 倍にまで低下）であり、生活保護率の上昇（2010 年 12 月には
53.0 パーミルにまで上昇）であり、そしてまた地場賃金の最低賃金への限りない接近である。
とくに注目されるのは生活保護受給率の高さである。全国平均ではおおよそ 80 人に 1 人の水準
であるが、釧路市の場合は 19 人に 1 人で 4 倍を超える高さとなっているのである。北海道内で

































－ 29 － 
て、保護費の全額国庫負担や不正受給対策、医療費の一部自己負担とあわせて、「集中的かつ強





























ところで、生活保護法はその第 1 条で、「この法律は日本国憲法第 25 条に規定する理念に基
づき、国が生活に困窮するすべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、



























































































































































































































































































































－ 40 － 
年に第二次のワーキンググループ会議を立ち上げた。その報告書に盛りこまれたこれまでの取
り組みに対する評価や検証、さまざまな課題の提起については、報告書そのものを手にしても

































































































































－ 44 － 
放送文化研究所の「『日本人の意識』調査」にもとづいて、「理想とする仕事観」の時系列の推
移が紹介されている（1 番目に理想とする仕事と 2 番目との合計）。それによると、労働条件等
の関係では「健康をそこなう心配がない仕事」や「失業の心配がない仕事」などが上位にあり、
仕事の内容等の関係では「仲間と楽しく働ける仕事」や「専門知識や特技が活かせる仕事」が


































































（出所）NHK 放送文化研究所編『現代日本人の意識構造［第七版］』（2010 年） 










































雇用の行方」（『労働の科学』65 巻 3 号）の一部である。 
 










































contingent work に近いように思われる。 
多様かつ大量に出現した非正社員の実態を、最新のデータ（総務省統計局の 08 年「労働力調
査」）で確認しておこう。（中略）非正社員比率は、20 年前の 88 年には 755 万人で 18％、10 年








































パートタイム 臨  時 使用者の分離  
× × × 伝統的雇用 
× × ○ 
常用フルタイムの派遣・リース、請負
企業のフルタイム 
× ○ × 臨時の直用フルタイム 
○ × × 常用の直用パート 
× ○ ○ フルタイムの派遣 
○ × ○ 
恒常的なパートの派遣やリース、請負
企業のパート 
○ ○ × 臨時の直用パート 
○ ○ ○ パートの派遣 
（出所）『アメリカの非典型雇用－コンティンジェント労働者をめぐる諸問題－』（海外調査シ
リーズ No.49）日本労働研究機構、2001 年。 
 


































































－ 51 － 
最近新聞を読んでいたら、50 代の女性の次のような投書（『朝日新聞』2011 年 9 月 23 日）が
目にとまった。そのまま紹介しておこう。「62 歳の夫は定年後、宅配便の配送をしています。
個人事業主として運送関連会社と契約を結び、届けた荷物一つにつき百数十円をもらう仕組み






























































































































































スローライフやロハス（Lifestyles Of Health And Sustainability の頭文字を取った略語）が人気で
もある。しかしよくよく考えてみれば明らかなことなのだが、地産地消や歩行型の社会をめざ
すライフスタイルを、あるいはまた、人間の健康と自然環境の保護を優先的に考えたライフス
































年 1 月 21 日夜に釧路に着いた当時 23 歳の啄木は、その後料亭鶤寅（しゃもとら）の芸者小奴
－ 57 － 
との交情を深めたものの、ほぼ 2 ヶ月後の 3 月 25 日には上司に対する不満と東京での創作活動































－ 58 － 
のを得る為めに大きなものを失ふ事になるから」。この遺言に従って、志賀直哉の文学碑や記念
館はどこにも建てられていない。「物欲」や「名誉欲」にとらわれて、見苦しき様を見せる人間
など其処此処にいる。「物欲」はいざ知らず、「名誉欲」について言えば、さしずめ大学などは
そうした人間の恰好の展示場なのかもしれぬ。私もまた同類の人間であることは言うを俟たな
い。われわれは無一物で生まれてきて無一物で死んでいく、それでいいのだと彼は言いたいの
だろう。 
2010 年の秋、学会のついでに一人奈良に立ち寄った私は、高畑にある復元された彼の旧居に
まで足を伸ばしてみた。春日山の麓が似合ういかにも端正で静謐な住まいには、爽やかな秋の
風がゆったりと流れていた。 
